	20
（月）
	生 (い)かす光 (ひかり)を受 (う)けた者 (もの)

	
	創37章1～11節　兄 (あに)たちは彼 (かれ)をねたんだが、父 (ちち)はこのことを心 (こころ)にとどめていた。(11)

	
	神様 (かみさま)はヨセフに世界 (せかい)を生 (い)かす光 (ひかり)を与 (あた)えてくださいました。ヨセフは困難 (こんなん)に揺 (ゆ)れず、全世界 (ぜんせかい)にいのちの光 (ひかり)を伝 (つた)えました。Remnantの伝道 (でんどう)、宣教 (せんきょう)はどんな祝福 (しゅくふく)を受 (う)けるのでしょうか。

１つ目 (め)、Remnantが行 (い)く旅程 (りょてい)に光 (ひかり)のやぐらが建 (た)てられます。それゆえ、Remnantが行 (い)く所 (ところ)ごとに世界 (せかい)が生 (い)かされて、家系 (かけい)が福音化 (ふくいんか)されます。暗闇 (くらやみ)から解放 (かいほう)されたRemnantには、ものすごい答 (こた)えと祝福 (しゅくふく)が与 (あた)えられています。２つ目 (め)、光 (ひかり)の神殿 (しんでん)が作 (つく)られます。Remnantが行 (い)く所 (ところ)に三 (みっ)つの庭 (にわ)が作 (つく)られます。全世界 (ぜんせかい)の237か国 (こく)の多民族 (たみんぞく)を生 (い)かします。また、病 (や)んでいる人々 (ひとびと)を癒 (い)やして、次世代 (じせだい)を生 (い)かします。これが伝道 (でんどう)、宣教 (せんきょう)です。３つ目 (め)、光 (ひかり)の経済 (けいざい)が回復 (かいふく)します。Remnantが行 (い)く所 (ところ)に光 (ひかり)の経済 (けいざい)が臨 (のぞ)むという事実 (じじつ)を確信 (かくしん)しましょう。この事実 (じじつ)を持 (も)って、Remnantはどこへ行 (い)っても、行 (い)くすべての現場 (げんば)を生 (い)かせば良 (よ)いのです。

伝道 (でんどう)は答 (こた)えをあらかじめ受 (う)けることです。宣教 (せんきょう)は神様 (かみさま)のまことの祝福 (しゅくふく)をあらかじめ受 (う)けることです。Remnantが神様 (かみさま)が働 (はたら)かれる道 (みち)に従 (したが)って行 (い)けば、三 (みっ)つの庭 (にわ)の祝福 (しゅくふく)が与 (あた)えられます。この事実 (じじつ)を知 (し)って、堂々 (どうどう)と現場 (げんば)に証人 (しょうにん)として出 (で)て行 (い)きましょう。

	
	神様 (かみさま)、生 (い)かす光 (ひかり)を持 (も)って全世界 (ぜんせかい)にいのちの光 (ひかり)を伝 (つた)えますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2025.01.19.2部



	21
（火）
	祈 (いの)りの庭 (にわ)

	
	創12章1～3節　そうすれば、わたしはあなたを大 (おお)いなる国民 (くにたみ)とし、あなたを祝福 (しゅくふく)し、あなたの名 (な)を大 (おお)いなるものとする。あなたは祝福 (しゅくふく)となりなさい。わたしは、あなたを祝福 (しゅくふく)する者 (もの)を祝福 (しゅくふく)し、あなたを呪 (のろ)う者 (もの)をのろう。地 (ち)のすべての部族 (ぶぞく)は、あなたによって祝福 (しゅくふく)される。(2～3)

	
	祈 (いの)りの庭 (にわ)には24時 (じ)、明 (あ)かりをつけておきました。24時 (じ)は、祈 (いの)りで幸 (しあわ)せを味 (あじ)わって、力 (ちから)を受 (う)けることを意味 (いみ)します。それゆえ、朝 (あさ)に目 (め)を覚 (さ)ましたら楽 (らく)に祈 (いの)り、昼 (ひる)には答 (こた)えを確認 (かくにん)して、夜 (よる)にはメッセージの中 (なか)で答 (こた)えを見 (み)つけましょう。３集中 (しゅうちゅう)するのです。Remnantは世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)をするので、必 (かなら)ずすべきことがあります。

１つ目 (め)、サタンの12の戦略 (せんりゃく)にだまされないように、祈 (いの)りで暗闇 (くらやみ)を縛 (しば)ります。２つ目 (め)、神 (かみ)の国 (くに)を味 (あじ)わう祈 (いの)りの中 (なか)に入 (はい)ります。３つ目 (め)、サムエルとダビデの祈 (いの)りは、ほかの人 (ひと)とは違 (ちが)いました。神様 (かみさま)は、サムエルの祈 (いの)りを一言 (ひとこと)も地 (ち)に落 (お)とされませんでした。Remnant一人 (ひとり)の祈 (いの)りがそのように重要 (じゅうよう)なのです。４つ目 (め)、時代 (じだい)ごとにRemnantが世界 (せかい)を生 (い)かしました。ダニエルもバビロン時代 (じだい)を生 (い)かしました。５つ目 (め)、Remnantは三 (みっ)つのことだけ正 (ただ)しく悟 (さと)れば、正 (ただ)しい祈 (いの)りをすることができます。キリストがすべての人 (ひと)に必要 (ひつよう)で、キリストでなければならないことを正 (ただ)しく知 (し)りましょう。そして、祈 (いの)りで御座 (みざ)の力 (ちから)を味 (あじ)わって、神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)む答 (こた)えを知 (し)ることが重要 (じゅうよう)です。

世 (よ)の中 (なか)を軽 (かる)く見 (み)ないようにしましょう。そして、現実 (げんじつ)にだまされないようにして、恐 (おそ)れる必要 (ひつよう)もありません。私 (わたし)とともにおられる神様 (かみさま)を今現場 (いまげんば)で味 (あじ)わいましょう。

	
	神様 (かみさま)、今日 (きょう)契約 (けいやく)を握 (にぎ)って祈 (いの)る時間 (じかん)に神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)んで、神 (かみ)の国 (くに)のことが成 (な)し遂 (と)げられますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.01.25.レムナントとTCK伝道学



	22
（水）
	２月 (がつ)学院 (がくいん)福音化 (ふくいんか)

	
	使1章1～8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。(8)

	
	今 (いま)、サタンが12の戦略 (せんりゃく)で人々 (ひとびと)をだまして苦 (くる)しめています。Remnantは福音 (ふくいん)によって私 (わたし)の中 (なか)のやぐらが変 (か)わるように祈 (いの)りましょう。すると私 (わたし)の中 (なか)にあったサタンのやぐらが打 (う)ち倒 (たお)されて、神様 (かみさま)のやぐらが建 (た)つのを見 (み)るようになります。

１つ目 (め)、三 (みっ)つの時刻表 (じこくひょう)を持 (も)ちましょう。受 (う)け入 (い)れてキリストに会 (あ)う瞬間 (しゅんかん)、過去 (かこ)の問題 (もんだい)が解決 (かいけつ)されます。今日 (きょう)、神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)んで、未来 (みらい)は保証 (ほしょう)されます。２つ目 (め)、５つの力 (ちから)が与 (あた)えられます。上 (うえ)から与 (あた)えられる霊力 (れいりょく)、神様 (かみさま)がくださる知力 (ちりょく)、霊肉 (れいにく)ともに力 (ちから)が生 (う)まれる体力 (たいりょく)、レムナントを生 (い)かして宣教 (せんきょう)できる光 (ひかり)の経済力 (けいざいりょく)、237-５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かす人材力 (じんざいりょく)が与 (あた)えられます。３つ目 (め)、霊的 (れいてき)な権威 (けんい)が与 (あた)えられます。サタンが12の戦略 (せんりゃく)を持 (も)って世 (よ)の中 (なか)に混乱 (こんらん)を与 (あた)えていますが、その空中 (くうちゅう)の権威 (けんい)を持 (も)つ支配者 (しはいしゃ)に勝 (か)つ力 (ちから)が与 (あた)えられます。４つ目 (め)、そのときから、あらかじめ答 (こた)えが与 (あた)えられます。福音 (ふくいん)がないゆえに来 (く)るわざわいが見 (み)えて、そのときから確実 (かくじつ)な24になります。すると、行 (い)ってもいないのに、あらかじめ征服 (せいふく)して、神様 (かみさま)の成就 (じょうじゅ)をあらかじめ見 (み)ることができます。それがCVDIPの答 (こた)えです。

Remnantは実際 (じっさい)に癒 (い)やされるように祈 (いの)りましょう。ゆっくり呼吸 (こきゅう)して祈 (いの)りの中 (なか)に入 (はい)るのです。一日 (いちにち)に一度 (いちど)でも御座 (みざ)を味 (あじ)わう時間 (じかん)を持 (も)ちましょう。

	
	神様 (かみさま)、祈 (いの)りと呼吸 (こきゅう)によってやぐらを建 (た)てる神様 (かみさま)がくださった二 (ふた)つの生命線 (せいめいせん)を味 (あじ)わいますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2025.01.25.核心訓練



	23
（木）
	だまされない絶対 (ぜったい)やぐら – まことの力 (ちから)(権威 (けんい))

	
	使16章6～10節　その夜 (よ)、パウロは幻 (まぼろし)を見 (み)た。一人 (ひとり)のマケドニア人 (じん)が立 (た)って、「マケドニアに渡 (わた)って来 (き)て、私 (わたし)たちを助 (たす)けてください」と懇願 (こんがん)するのであった。パウロがこの幻 (まぼろし)を見 (み)たとき、私 (わたし)たちはただちにマケドニアに渡 (わた)ることにした。彼 (かれ)らに福音 (ふくいん)を宣 (の)べ伝 (つた)えるために、神 (かみ)が私 (わたし)たちを召 (め)しておられるのだと確信 (かくしん)したからである。(9～10)

	
	Remnantは上 (うえ)から与 (あた)えられる力 (ちから)を受 (う)けることができます。祈 (いの)り24の集中 (しゅうちゅう)の奥義 (おくぎ)を持 (も)って福音 (ふくいん)に中毒 (ちゅうどく)になれば、世界 (せかい)が征服 (せいふく)されるのを見 (み)ます。キリストで答 (こた)えを出 (だ)して、私 (わたし)の中 (なか)にあるやぐらを先 (さき)に変 (か)えるように神様 (かみさま)が導 (みちび)いてくださいます。そのためには、どこに集中 (しゅうちゅう)すれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、御座 (みざ)の力 (ちから)に集中 (しゅうちゅう)しましょう。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)と、神様 (かみさま)がくださった御座 (みざ)の力 (ちから)が私 (わたし)と私 (わたし)のたましい、からだ、生活 (せいかつ)の中 (なか)に臨 (のぞ)むように祈 (いの)るのです。すると、私 (わたし)にプラットフォームができます。そして、三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が導 (みちび)いてくださる道 (みち)と答 (こた)えの道 (みち)が私 (わたし)の旅程 (りょてい)になるように祈 (いの)りましょう。すると遠 (とお)くに光 (ひかり)を放 (はな)って見 (み)ることができる見張 (みは)り台 (だい)が作 (つく)られます。そして、カルバリの丘 (おか)、オリーブ山 (やま)、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)、アンティオキア、アジア、マケドニア、ローマの道 (みち)しるべが建 (た)てられるように祈 (いの)りましょう。すると全世界 (ぜんせかい)が通 (つう)じるアンテナの答 (こた)えを受 (う)けます。２つ目 (め)、神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)む祈 (いの)りに集中 (しゅうちゅう)しましょう。そのとき、神様 (かみさま)のみことばが成就 (じょうじゅ)して必 (かなら)ず祈 (いの)りの答 (こた)えが与 (あた)えられます。伝道 (でんどう)の証拠 (しょうこ)も出 (で)てきます。３つ目 (め)、神 (かみ)の国 (くに)のことに集中 (しゅうちゅう)しましょう。すると、Remnant７人 (にん)とヘブル11章 (しょう)、ローマ16章 (しょう)の人物 (じんぶつ)にあった神 (かみ)の国 (くに)のことが起 (お)こります。

まことの力 (ちから)を祈 (いの)りで受 (う)けるRemnantであることを覚 (おぼ)えて祈 (いの)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、まことの力 (ちから)を与 (あた)えられたRemnantであることを覚 (おぼ)えて祈 (いの)りますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.10.29.ヨーロッパ産業人大会1講



	24
（金）
	だまされない絶対 (ぜったい)やぐら - 300%の答 (こた)え

	
	使1章8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。

	
	Remnantの中 (なか)に福音 (ふくいん)が御座 (みざ)のやぐらとして臨 (のぞ)むように祈 (いの)りましょう。それでこそ、Remnantが御座 (みざ)の旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)むことができます。そして、行 (い)く所々 (ところどころ)に御座 (みざ)の道 (みち)しるべが建 (た)ちます。このようになればRemnantは成功 (せいこう)することができます。これが300%の答 (こた)えです。

１つ目 (め)、300%の答 (こた)えが自分 (じぶん)自身 (じしん)に、まず先 (さき)に臨 (のぞ)むように祈 (いの)りましょう。朝 (あさ)、昼 (ひる)、夜 (よる)に300%を作 (つく)る祈 (いの)りをするのです。すると、学業 (がくぎょう)に編集 (へんしゅう)、設計 (せっけい)、デザインが続 (つづ)けて成 (な)されます。そのときから問題 (もんだい)と葛藤 (かっとう)、危機 (きき)は祝福 (しゅくふく)の道 (みち)になります。２つ目 (め)、300%の答 (こた)えがRemnantの学業 (がくぎょう)に出 (で)てき始 (はじ)めます。福音 (ふくいん)の力 (ちから)が学業 (がくぎょう)に入 (はい)り始 (はじ)めるのです。いいかげんにするのではなく、学業 (がくぎょう)の専門性 (せんもんせい)100%、現場性 (げんばせい)100%でしましょう。そして、システムを100%で準備 (じゅんび)するのです。３つ目 (め)、伝道 (でんどう)と宣教 (せんきょう)現場 (げんば)に働 (はたら)きが起 (お)こります。パウロは人 (ひと)、場所 (ばしょ)、ことが見 (み)える時 (とき)まで聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きを完 (かん)ぺきに受 (う)けました。見 (み)えないときは、ターニングポイントを見 (み)つけ出 (だ)しました。アンティオキア教会 (きょうかい)はマルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)に与 (あた)えられた力 (ちから)を同 (おな)じように受 (う)けました。現場 (げんば)でも同 (おな)じ答 (こた)えを受 (う)けました。

Remnantは、福音 (ふくいん)の中 (なか)にある300%の答 (こた)えを受 (う)けるよう祈 (いの)り始 (はじ)めましょう。

	
	神様 (かみさま)、300%の答 (こた)えを受 (う)けるRemnantとして祈 (いの)り始 (はじ)めますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.10.29.ヨーロッパ産業人大会2講



	25
（土）
	だまされない絶対 (ぜったい)やぐら - 金土日 (きんどにち)時代 (じだい)

	
	使2章10節　フリュギアとパンフィリア、エジプト、クレネに近 (ちか)いリビア地方 (ちほう)などに住 (す)む者 (もの)、また滞在中 (たいざいちゅう)のローマ人 (じん)で、

	
	Remnantには現場 (げんば)を生 (い)かす力 (ちから)がありません。それゆえ、神様 (かみさま)がくださった御座 (みざ)のやぐらを建 (た)てるのです。それでこそ、御座 (みざ)の旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)んで、道 (みち)しるべが建 (た)ちます。この答 (こた)えを受 (う)けたRemnantが、金土日 (きんどにち)にすることがあります。

１つ目 (め)、金曜日 (きんようび)はイエス様 (さま)が語 (かた)られたミッションを悟 (さと)る日 (ひ)にしましょう。ほかのRemnantにやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべを伝 (つた)えましょう。Remnantが大人 (おとな)たちのお使 (つか)いをすることも必要 (ひつよう)です。Remnantが霊的 (れいてき)なことを体験 (たいけん)すれば目 (め)が開 (ひら)かれます。Remnant自身 (じしん)が視聴覚 (しちょうかく)の資料 (しりょう)を準備 (じゅんび)して発表 (はっぴょう)してみたりしましょう。２つ目 (め)、土曜日 (どようび)には必 (かなら)ず読 (よ)むべき本 (ほん)と神様 (かみさま)のみことばをフォーラムしましょう。そして、必 (かなら)ず知 (し)るべき人物 (じんぶつ)についてフォーラムしながらキリストで答 (こた)え出 (だ)して、世界 (せかい)を見 (み)て三 (みっ)つの祭 (まつ)りで結論 (けつろん)を出 (だ)します。この結論 (けつろん)を持 (も)って、私 (わたし)のただであるタラントを見 (み)つけるのです。すると、唯一性 (ゆいいつせい)が見 (み)つかり、再創造 (さいそうぞう)に挑戦 (ちょうせん)するようになります。そして、目 (め)を開 (ひら)いてくれる人 (ひと)に会 (あ)うようになります。３つ目 (め)、日曜 (にちよう)はみことばの成就 (じょうじゅ)、祈 (いの)りの答 (こた)え、伝道 (でんどう)運動 (うんどう)の中 (なか)にいる私 (わたし)を確認 (かくにん)する最高 (さいこう)の日 (ひ)です。講壇 (こうだん)のみことばを通 (とお)して、神様 (かみさま)がくださる恵 (めぐ)みが刻印 (こくいん)されます。

Remnantは、御座 (みざ)のやぐらを建 (た)てて金土日 (きんどにち)時代 (じだい)の答 (こた)えを受 (う)けるように祈 (いの)りましょう。


	
	神様 (かみさま)、金土日 (きんどにち)時代 (じだい)に答 (こた)えを受 (う)けるRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.10.30.ヨーロッパ伝道集会1講




